
(第7分科会)
地方型の就労支援における

テレワーク訓練の意義と課題について
ー奈良県の就労移行支援事業所

からの報告ー

発 表 者：〇青木真兵(社会福祉法人ぷろぼの)
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1.奈良県におけるテレワーク

2.利用者ニーズの変化

3.株式会社テクノプロ・スマイルとの
連携

4.まとめ（地方型就労支援における
テレワーク）
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1.奈良県におけるテレワーク
2019年度よりテレワーク支援開始
2020年10月より
テレワーク支援センター開設
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・障害者雇用率第一位
作業系パート
雇用に偏り

・約7割が山間地域
・最低賃金866円
（大阪府992円）
・訓練・就労する
選択肢が少ない
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2.利用者ニーズの変化
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利用者ニーズ変化の背景
・障害特性とテレワークが
マッチしている
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ぷろぼの在宅訓練説明資料より

障害名 テレワーク就労を希望する理由の例

不安障害
人の多い環境が苦手、視線や声が気

になってしまう

適応障害
公共交通機関が苦手、周囲の視線や

声が気になる

統合失調症 同僚と温和な人間関係の維持が難しい

発達障害
パソコンは操作は得意だが、対人対応

が苦手

発達障害
男性が苦手、外に出て働くより家で働き

たい
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ぷろぼのTWCコペル
パンフレットより



テレワークは「ローコンテクスト」の場
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青木他「コロナ禍における全利用者を対象
としたテレワーク訓練の実践から」『職業
リハビリテーション』34（2）p.78より



3.株式会社テクノプロ・スマイルとの
連携
・東京に本社を置く（株）テクノプロ・
スマイルには、当法人から10名以
上が就職。定着率は100パーセント
・年二回の採用選考試験を実施。
不採用でも理由をフィードバックし
てもらった上で再チャレンジが可能
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3.株式会社テクノプロ・スマイルとの
連携
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テレワークセミナー
（https://youtu.be/IumEdhyd7AA）より

https://youtu.be/IumEdhyd7AA


3.株式会社テクノプロ・スマイルとの
連携
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テレワークセミナー
（https://youtu.be/IumEdhyd7AA）より

https://youtu.be/IumEdhyd7AA


テレワーク支援センター（TWC）
における訓練カリキュラム
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ぷろぼのTWCコペル
パンフレットより



・PCのスキル向上だけではなく、時間と
報連相の意識づけが大事という意識
の共有
・TWC職員とTSM人事担当で月に一度
の定例MTG
・当事者、支援者向け
テレワークセミナーの実施
（https://youtu.be/IumEdhyd7AA）
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4.まとめ（地方型就労支援における
テレワーク）

・テレワーク独自の訓練が効果的
・他企業との連携（株式会社D&Iなど）

・地方に住みながら、
東京の賃金水準で就労可能
・地方でも多様な働き方ができる社会
を実現
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